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概要

韓国の生命保険業界は 年代まで護送船団行政により規制されていたが、 年の韓米保険協議をき

っかけに市場開放の時代を迎えた。さらに、 年の 加入と 年の 金融危機を契機に大幅な規

制緩和が実施され、市場競争が促進された。併せて、商品開発の多様性を拡大するため、生命保険商品に関

する認可プロセスに事後報告制が導入され、料率の自由化も進展している。

監督当局である金融委員会と金融監督院は、 年 月 日にさらなる規制緩和政策を予定して「保険

産業の競争力強化のロードマップ（ ～ ）」を発表した。本稿では、韓国における生命保険商品の多様

化と料率自由化の進展および規制緩和の変遷を紹介することによって、我が国の規制緩和の方向性を検討す

る際の参考に供する。
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１．はじめに 

研究背景

年代まで、韓国における保険業界は政府によ

る護送船団方式による規制の下で営まれてきたと

いっても過言ではない。生命保険会社の数は６社に

制限されており、保険料は監督当局が定めた基礎率

にもとづいて計算されていた。

年代に入ってからは、韓米保険協議をきっか

けとして、生命保険業界は開放の時代を迎えた。た

とえば、市場参入が容易になり、外資系生命保険会

社が誕生した。６社のみであった生命保険会社の数

は、 年には 社に増加した。

その後、 年の 加入、 年の 金融

危機といった変革期において、保険市場に対する規

制は大幅に緩和された。これにより、生命保険商品

の認可プロセスの簡略化と料率の自由化が進展し、

生命保険会社間の競争が促進された。
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